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本 言志は ､物 一任物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ー 研 究 者 が そ
の 石井究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 しあ い ､ ま た ､ 石井衆 に関 連 した
･情報 を速 や か に 交 換 し あ うこ と を 目白勺と して ､ 毎 月 1回 編ぎ集 ･
干り行 さ れ ま す ｡ 掲 載 内 容 は ､ 研 究 論 文 ､ 研 究 会 ･国 際 会 言義を ど
の 幸艮告 ､ 講 義 ノ ー ト､ 石牙究 に関 連 した 諸 問 題 につ い て の 意 見 ､
･情報 な どで す O
本 書志に掲 載 さ1れ る論 文 につ い て は ､ 原 貝tjと して 審 査 は 才子な い､
ませ ん ｡ 但 し, 編 集 者 が本 吉志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と
認 め た もの につ い て は ､改 善丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 絶 す る こ
とカぎあ ります O
本 誌 の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 言志に引 用 す る と き は ､ 著 者 の承
諾 を得 た止 で PrlVate COmmunication扱 い に して 頂 さ い O
_.投 稿 規 定
1{･} 雑 誌 の～ページ数を節約するため原稿は極 力 簡 潔 に お 書 き下 さ
しヽ 0
2. 原j情 は 4▲0 0字 詰 原 稿 用 紙 を使 用 して 下 さ い ｡ -
3. 数 式 ､ 言己号 の 書 き方 は P r ogress, Journal lの 投 稿 規 定 に
準 じご ミス プ リ ン トが 生 じ な い よ うに適 当 を処 置 を と っ て 下 さ
しヽ o
｣ニッ キ ､ 下 ツ キ は等寿に紛 わ しい もの の み を手旨志 して 下 さ い O
英 字 の 太 一 花 文 字 ー ギ リ シ ャの 指 定 を忘 れ な P よ うに ､ O と a
と0(ゼ ロ )､u と n と r､Cと e､1(エ ル )とrl(イ チ )､x と×
(カ ケ ル )､u と V 等 が一 番 間 違 い
数 式 は 3才手に わ た っ て 大 き く善 し
9.
1行 以 内 に お さ ま ら 恋 い可 肯劉生の あ る長 い数 式 等 は必 ず:改 行
の 際 的 切 れ 目 を赤 丁ご才旨還 して 下 さ い ｡
図 の 縮 尺 ､ 拡 大 は 致 しませ ん ｡ 1頁 以 内 に入 ら な い 図 は原 則
と して 著 者 に返 送 しー 書 き改 め て い た だ き ます ｡
授 精 後 の 原 稿 の 言丁正 はで.き る だ け さ け る よ う に して 下 さい ｡
別 刷 は 原 則 と して 作 り ませ ん ｡ ど う して も別 刷 が入 用 な場 合
は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さい ｡ 別 刷 代
は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ます ｡
(郵 券 に よ る受 イ寸は い た し ませ ん ｡)
p :物 研 出 来 上 り真 数
Ⅹ :別 席打所 要 普β数
a :別 刷 1頁 の代 金 3円
b :襲圭本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円
別 刷 代 -(ap+ b)Ⅹ+ 送 料
別 刷 代 金 は 別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に納 め て 下 か いo
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 され る こ と が あ り ま
す か ら､ 御 注 意 下 さい ｡
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す o
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第 56 回 基 研 研 究 部 員 会 議




於 基 研 小 講 義 室
議 長 団 田 中 正
安 野 愈､
長 岡 洋 介



































(1) 転入 小林 勇 事務長
川畑有郷 助教授










高木修二,町田 茂,松原武生,井上 健 ,
片山泰久
2)ア トム型研究員
仲丸信行 (教育､大理 ) 47･4･29- 5･30
近重悠-(都立大理 ) 5. 8- 6. 7
米谷民明 (北大 理 ) 5.22- 6.20
- 3 7 9 -
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Rees ( 〝 Sussex )
































牧 : 前回の研究部員会議で Kievや他の研究所 と人の交流をしていきたいと
い うことになっていた｡一方,万博協会が,年間 5億円程度の予算で,文
化事業を公募 していたので湯川財団の事業として国際交流の計画をたてこ




検討 していただ け ,iJ.
湯川 : 前回,山口氏から話しがあ り,申し込んでみた｡初期には見通 しが明る
かったが,話が進むにつれ,自己負担 と同額 しか負担 しない等,めんどう
な話が出てきて,計画も縮小されてしまった｡決定もおくれて困っている｡















素 粒 子 関 係
原 子 核 関 係





























































高木 : 原子核関係は全般にテー マ自体としそは適切であるとされたが,やり方
についてはい くっ か のコメントがあった｡
短 期 1. 物 理 学 の 諸 分 野 に わ たるGlauber理論の妥当性については,実
験 と 合 う 合 わ な い と い う 妥 当 性 で は な く 散 乱 理 論 的 に 適 用 範 囲 , 近
似 の 進 め 方 の 検 討 な ど を 行 う と い う 趣 旨 は よ い が , ーど う や っ て 攻 め
る か が 問 題 で あ る ｡ 散 乱 振 巾 の 性 質 や 相 互 作 用 の 特 徴 に も 依 存 し て
い ろ い ろ な 問 題 が あ る ｡ 泥 沼 に 陥 ら な い よ う 一 つ 一 つ 問 題 を し ぼ っ
て 押 え て ほ し い ｡
短 期 3. 核 力 と核 子 多 体 系 に つ い て は 並 べ ら れ た テ ー マ 〟が 少 し 欲 張 り す ぎ
て い る の で は な い か と の 意 見 が あ っ た ｡
短 期 4. 核 反 応 の 基 礎 論 に つ い て は , 焦 点 が し ぼ ら れ な い と 散 漫 に な る お
そ れ が あ り , 核 反 応 一 般 の シ ン ポ ジ ウ ム の よ う に な り か ね な い ｡ 参
加 者 は 公 募 に よ る と の こ と で あ る が , 世 話 人 は 予 め 趣 旨 を 徹 底 さ せ
る と 共 に , 世 話 人 の イ ニ シ ア チ ブ で 内 容 を し ぼ っ て 密 度 の 高 い も の
に し て ほ し い ｡
モ レ キ ュ ー ル 5. 複 合 核 子 間 散 乱 の 微 視 的 モ デ ル に よ る 研 究 は 基 研 の 研 究






















































































































































- 世 話 人 旅 費 校 費 研 究 会 備 考
7~ ー マ 決定 (要求) 決定(要求) 開催予定時期
痩期研究計画 1物理学の諸分野にわたる 香村俊武,鳴海 元,高柳和夫 万円 万円 万円 万円o (1)20 (3018 2 12月頃 参加者 約 15人理論約20人連絡通信費実験 530人2
Glaube■r理論の妥当性 藤井昭彦,大坪久夫,若泉誠一安野 愈 15 (20) 3日間
2多粒子励起と分子的状態3核力と核子多体系4頗反応の基礎給 池田清美,根本文記,堀内 和田中 一 赤石義紀 和田正信杉浦俊彦 坂東弘治 永 忍玉垣良三河合光路 寺沢徳雄 矢崎紘一 22 (30)0 5-15 2 1月-2月3日間1月-12月
5顧解現象とその周辺 森 肇,小川 泰,.松田博嗣 17 (30) 11月 参力曙 約 20人計算費
6由い相互作用と電磁場の統一理論 河原林研,益川敏英,渡辺 正 15 (20) 9月半ば-10月末 参力堵 約 15人
7.自己組織 .自己制御系の統計物理学とそ?周辺 滑水 博,松原武生 115(19.7) 1月下旬3日間 参加者 .20人計算費
8ノ､ドロンの対称性の破れ ′ト沼通二,徳田直樹,牧 二郎 20.(375) 10月下旬-12 参加者 約25人
と弱い相互作用 大久保進 (交渉中) 月上旬 3日間
9.素粒子の時空記述 湯川秀樹,片山泰久,田中 正 22 (35) 12月or 1月3日間 参加者 約 40人京都以外 25
′ト 計 161(2472) 38 (51)
モレキ_コ. 1.pion1)10ndylam icsに基づく低エネルギー核千-核子散乱2産力′とその諸問題 古市 進,金田博行,渡辺敬二太田忠之 岡村浩,喜久川政吉木村利栄 間矢武洋 緋田吉良 ■75 (10)5 ll (15)4 5)20 30 2月l第3.-4日間4回 参加者 約8人計算費 2
Iノレ壁 3.強誘電体の相転移の群論的研究 渡辺 宏,′ト倉正孝 0 (62) 9月中旬- 12月中旬
研究 4多重発生現象の粒子発生 野 二次男,鍵山茂徳, 213 12月下旬
計画 機構を明らかにする研究 森井俊行,′ト林昭三,落合史生山岸憲治 秋山義博+α or12月頃
5.複合粒子間散乱の微視的モデルによる研究 阿部恭久,東崎昭弘,鈴木宜之斎藤 栄 根本文記 田辺文也堀内 和 上村正康 松瀬 浩 11月と2月
小 計 33.5(58.2) 35 (50)
Visitorhighenergylepton Visitor藤井寛治 3.6(3.6) 7月上旬又は
制 散乱によるhadron度 の構造 受入先 茨城大理,物理素粒子グループ 9月上旬1週間
その他 1.1972年度三者若手夏 谷本盛光 三者センター(広大 5 (15) 5 (16) 7月 29日 参加予定者の学校2 物性 哩 )素粒子準備校(東大理 )_高エ希レギー準満較(広大理)原子核準備佼(阪大理,東北市川泰丸,木村良祐,三宅和正 -8月 48 約 300名
の学校 時田正彦, 津田一生,土屋良海 -8月 1日
小 . 計 5 (15)1 5-(16)










垣谷 : 学問の分野の片寄 りをなくすためにも,特殊な事情がない限り物性の分
野から選んでほしい｡












































































6十 3 計 画
原子核理論く













































牧 : 上記のものを3ケ年計画として初年度分を要求 した｡
沢田 : 宇宙線理論の範囲は ?
牧 : 必ずしもよい名前ではない,将来計画が実現 していなかった時代の名前












牧 : 6'十 3ぐらいならそれほど違いはないと思 う｡部門名称についてはもっ
と考える必要があるだろう｡
10.学術会議報告と討論




























































































｡ドクターがいて,就職難 とも関連 して,多 くの若手研究者はマスプロ大工
場で流れ作業に従事しているような気持でカレント｡トピックスのテクニカ
ルな問題 を研究 して論文を生産 しているらしいという話だ｡
研究者が増加 しても情報の伝達に障害がないためには,一人一人の研究者










① 投稿者として (投稿 しやすいことを望む)



















田中ー : 化学では国際学術雑誌を10年以内にやめるとい う話 もある｡核研連な
どでも,このような問題 を考 えることは大切だと思 う｡プ ログレスをやめ
める必要はないが,プログレスを含む情報システムを見出 していく必要が
ある｡
菅野 ; かっては長い論文は縮めるようにしてほしいという但 し書がレフェリー
のところに来ていたが今は入っていない,これはどういうことか,又,義
い論文を2号にわたって分割掲載 している例があるがこの意義は ?
牧 : 長いものは縮めるということは徹底 していると解釈 して特に入れなくな
った｡








松野 : 今年度の12月号は part王とpart重を出さざるを得なくなった｡プ














原 : 若い人の論文がふえている｡ ph･D･をとる前に沢山書かねばならない
ような風潮があるようだ｡悪い論文を書けば減点するぐらいにすべきだと
思 う｡





岩崎 : レフェ リー をきびしくする等の技術的なことも大切だがなにより大切な
のは日常的な場である研究室で,いかに議論がおこなわれ,いかに相互批






長岡 : レフェリーをしていて論文に関 して研究室で検討されているのかどうか
疑問を感 じることがある｡
牧 : 研究室で当然なされる検討が レフェ リー と投稿者の間にかわされている｡
最大限に論文を練ってから出すべきだと思う｡





























いきなり英語にしないで ｢素研｣ ｢物性研究｣ をもっと活用すればよい｡
現実には,物性研究には投稿が少い, レフェリーがないとい うことでメ
リットがないという考えもある｡中には priorityは主張できないとい う
意見 もある｡編集者 としてはそう思 っていないが --･,引用には pri-








素研,物性研究に英語の abstractを書 くことにすれば よい｡
- pTPの abstractの活字 を今 より大きいものにするのもいいと思 う｡
abstractで大体のことがわかるようにするべきだ｡
羊頭狗肉とい うこともある｡
レフェ リー は羊頭狗肉かどうか しらべるとい うのもおもしろい｡










議 長 牧 二郎
出席者 浄川秀樹,田中 一,山口嘉夫,久保亮玉,大貫義郎,小川修三,森 肇,
井上 健,松原武生,碓井恒丸,高木修二,松田博嗣,玉垣良三,位田正邦
欠席者 中嶋貞雄 (外国出張中)
町田 茂 ( 〝 )
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出席者 浄川秀樹,田中 一,山口嘉夫,久保亮玉,大貫義郎,小川修三,森 肇,
井上 健,松原武生,碓井恒丸,高木修二,松田博嗣,玉垣良三,位田正邦
欠席者 中嶋貞雄 (外国出張中)
町田 茂 ( 〝 )
















学振 の流動研究員の枠 を150万円基研でプールするとい う,今年度のや り方
は,学振の理事会にかけられるため,9月に来 日予定の申請 を7月 7日迄に学振
に届けねばならず,機動性にかける,とい う点につき基研のものは,学坂の正規
の事業 ではないのだから,具体的な運用は理事長一任 とい うことを理事会で決め
てもらうことも不可能ではないのではないか才とい う意見が出 され,そうなるよ
う所長が努力する_ことになった｡





うのであるから, しっか り-した規定を作 り,利用者の実態を常時基研でつかんで
おく必要がある｡責任は基研計算機委員がもつべきだ｡利用者の範囲のほかに利
用の申し込み方法などを含めて利用規定 を基研側で整備 してほしいとい う意見が
出た｡
oProgressについて
湯川 : どういう新 しいことをしたかとい うことがは っきりしない論文が多い｡
abstractで大体のことがわかるようにしっか り書いてほしい｡
久保 : それには 1ページぐらいの長 さが必要だが, abstractだけのせる雑誌
があり, abstractの長 さの standardが決っているようだ｡
湯川 : abstractには, o文献引用は しない｡ o式は書かないとい うよう
な決 りはあるが,大体のことは書けるはずだ｡ abstractも書けないよう
では困る｡
松田 : lntroduction&SuI‡皿ary のようなものがある｡ Journalの レフ
ェ リーを依頼されるとき,論文の特徴 を簡単に書 くことになっているが,































笠 原 中 庸 (東北大 理 D3) 7.23- 8.31 1ケ月
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多 重 発 生
小 野 嘉 之 (東大 理 D2) 8.1- 8.31or㌢3 1ケ月
Biの熱起電力におけるShubnikov-de
Hars型振動の理論的研究
秋 山 義 博 (都立大 理 D2)
inclusive Reaction
堀 節 子 (阪大 理 )
Weak Interaction







10月 一 12月 1ケ月
9月下旬 1ケ月
-10月下旬
佐 川 弘 幸 (東北大 理 Dl) 8.7- 9.6 1ケ月
原子核理論
高 橋 康 (AlbertaUniv)
内 田 富 儀 (名大 理 )
hadronについて
江 口 徹 (東大 理 )
hadronの low enlergyphenomenology





益 川 敏 英 (京大 理 - 金沢大 理 ) 7.1- 7.31 1ケ月
Chiral対称性















































術局学術課長と会見しました｡私共の理解 した範囲でいえば,来年度 (昭和 48年度 )
以降にも同様の取扱いをする可能性が無いわけではないこと,また校費の不足につい
ては別途検討を約しましたので一応この方式 をうけ入れることとしましたが,基研側
の立場および要望 (前記 ｢要望書｣の内容 )を重ねて強調 したことは申すまでもあり
ません｡
3.その後,学振側岡野常務理事に両名で (3月 17日),また私のみで (4月 4日)
会い,具体的な運用法を協議 した結果,
④ 150万円を超えないでほしい｡
④ 身分は学振外国人流動研究員とするが, hostinstitute (基研 )の所長名
義で招-いし,基研を通 じて学坂に手続きして認める｡
③ 滞在期間は 1ケ月を下まわってもよい(たとえば2週間)














































テ マ 使 用 者 誓晶鼎畳 使 用 額
長期 太陽系の起源の理論的研究 舞原俊憲,柴村英道 7万円 ､ 35,172万円
ベータ崩壊とその周辺 高橋耕土,冬本正彦 10 104,413
原子核におけるα的 4体相関と分子的構造 池田清美,上村正康,滝川 昇,鈴木宣之 20 ■ 98,236
短期 分子結晶における相転移と分子運動 片岡洋右,小橋宏司,岡田謙吉 -20 210,768
モレキユI′壁 GeneralizedPotentia1と素隆子交換の構宣 佐藤亮代 10 8,550
核内の有効相互作用 とトpshell核の核構造 永田 忍,元場俊雄,小川建吾 15 139,511
超伝導ゆらぎと1, 2次元的熱伝導体の理論 高山 - -3 15,788
3,4体問題と核力 海拝観 赤石義紀,片山敏之,下田屋一郎 30 282,891
融解現象の計算機実験 上田 顕,樋渡保秋,小川 泰 25 284,310
量子固体の動的熱力学的記述 本間重雄 4 42,000
姐ultipleProduction 奥山茂徳,森井俊行 5 43,006
原子核に於ける多体問題 宮西敬直,_栗山 悼,上村正康 5 31,300





罪回 -転移領域の核における2核子移行反応. 武 政 争 士 阪 大 種 3 万円 30,205円
B-S方程式による核子反核子束縛状態 野 田 松太郎 愛媛 大 工 3 30,131
中重奇核における集団励起 松 柳 研 一 九 大 種 3 20,000
融解の理論 岡 本 秀 夫 ′ ′ 3 63,700
固体におけるメタン分子の核スピン転換率 岡 田 謙 吉 京 大 ′ 3 29,870
相転移の 卜ポロヂカルな考察 長谷田 泰一郎 ′ ′ 3 26,564
LatticeGreenノsFbnctionの数値実験 山 崎 義 武 東 北 大 工 3 29,650
Ⅰ-Ⅳ族化合物における格子振動の状態密度と固有ベクトル 生 田 祐 吉 工 1 2184 .
Ne20 のY2+Y3変形 能 筆 宏 北 大 理 3 16,538
モンテかレロ法による多重発生断面積の計算 遠 藤 十 太 広 大 ′ 3 6,900
α-キモトリプシン活性部位のf_ヤージ.リレー .システムに 北 山 京 大 ′ 3 86,301るS.C.F.-M.0.吉
回 脈動星と質量放出 田 中 靖 夫 茨城大教育 1.5 4,752
go&mS u競 r晶 蛋 蒜 密 によるFerroー Antiferrd 辰 己 武 京 大 理 3 29,951
第 Chew-Mardelstam方程式によるpion- pion散乱の分析 金 田 博 行 新 潟 大 理 2 9.400
ボルテラ力学のエルザー ド性の研究 相 沢 洋 二 早 大 理 工 3 ll,395
回 冗｢ と016の非弾性散乱 ･西 山 利 夫 阪大基礎工 3 35,018
Hadronの準2体散乱と角分布のdip-bump 構造 若 -原 誠 一 広 大 理 3 23,700
Pd中の非鮎 的御物のTl及びknightshiftの計算 寺 倉 清 之 阪 大 ′ 3 25,100






























































































参加人員 皇5人 (理論 20名十実験5名 )
予 定 来年 1月-2月
世 話 人 池 田 清 美 (新潟大理 )
根 本 文 記 (京大 ･理 )



































開催場所 ･日数 (基研 )(3-4日間)
世 話 人 田 中 - (北大理 )
※赤 石 義 紀
和 田 正 信
松 浦 俊 彦
坂 東 弘 治
永 田 忍


















世 話 人 o河 合 光 路
-416-
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寺 沢 徳 雄
矢 崎 紘 一
( o印は連絡責任者 )













森 肇 (九大種 )
小 川 泰 (京大理 )
栓 田 博 嗣 (京大基研 )
参加者予定数 約 20名




















5)模型 (′､ドロン世界と関連 して )等
世 話 人 河原林 研 (東大教養 )
※益 川 敏 英 (京大理 )
※※渡 辺 正 (東大理 )
※ ･-｡提案説明者
※※ ｡-･連絡責任者







































世 話 人 :研究計画立案者
(1) 清 水 博 (九大 ･理 )
(2) 次の方のうちの一人にお願いしようと思っております｡
桧 原 武 生 氏
富 田 和 久 氏
























提 案 者 (世話人 ) 小 沼 通 二
徳 田 直 樹
牧 二 郎
大久保 進 (交渉中)











特に前回 (1971年度 )は, "ひろがりをもった素粒子の相互作用 "に焦点をしぼ









oノ提 案 者 湯 川 秀 樹, 片 山 泰 久, 田 中 正
0時 期 12月 あるいは 1月, 3日間






























o 古 市 進 (立教大 ･理 )
金 田 博 行 (新潟大 ･理 )
渡 辺 敬 二 (名大 ･理 )
(二)研究会開催予定時期と参加予定者









Gの 無 限 次まで 考 慮 された exact なポテンシャルを求めて上記の問題を議論するの
が こ の 研 究 計画の 目 的 である｡
(内 容 )
この 研 究 計画は 非 常 に息の長いものであるが,今年後半期の研究計画を以下に夕垢己し
てお く ｡
㈹ 特 別 なゲ ー ジ を選んだ象合の G3の Order
の二体,四体ez幣 tf,ocjl)ンシャル













太 田 忠 之 (成蹟大工 ), 岡 村 浩 (工学完大 )
喜久川 政 吉 (広大理 ) , 木 村 利 栄 (広大理論研 )
間 矢 武 洋 (石川工専 ), 緋 田 吉 良(核 研 )
(連絡責任者 )


















渡 辺 宏 大阪市大 ･理学知 (説明者 )



























と考えています｡ (新 しく参加を希望する人は,世話人 (九大,野田 )の方まで連絡下
さい｡)
(1) 研究会の開催場所 基 研
〝 時期 今年の終 りか来年の2月頃
(2) 参 加 者
o野田二次男 (九大 )(提案説明者 ),鍵山茂徳 (福岡大),森井俊行 (阪





新 しい質を現出 しつつある｡この種の実験の急速な進歩に反し, (微視的 )理論的には,






してはd- 160,160- 160,α十 40ca等を考えている｡)∫
(A ) 複合核間の散乱には一般に複雑なdynamicsが予想 されるが,その追究に際
し,Kinematicalな面を取 り出しその効き方を調べておくことは大切である｡
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本テ-マ(A )は複合性のKinematical な様相とも言える 原`子核間にま
たがる核子間のPauli原理 "を取上げその役割を研究する｡複合粒子間










(C ) R｡G.一M.は物理的境界条件が容易に設定できる方法であるが, α十 α系を
超 えると全反対称化の複雑さのため,いわゆるKerneiを作ることが絶望的と
16
いわれて来た｡しかしα十 16(〉 o 十 160散乱についてもこれを突破できる手
掛 りがつかめたので,この解法についても具体的に計算 を進める｡
o 提案説明者
上 村 正 康 (九大種 )
o 会合の開催希望時期
11月および2月に3日間ずつ 計 6日間
o 参 加 者
阿部義久 (北大理 ),東崎昭弘 (信州大 ),鈴木宜之 (新潟大理 ),斉藤栄
(名大理 ),根本文記 (京大理 ),田辺文也(京大工 ),堀内 乗(京大基














受 入 期 間
7~ ~ マ
茨城大学理学部物理素粒子グルーブ



























原子核準備校 (実験 :阪大理 理論 :東北大理 )
o提案説明者
三者センター 谷 本 盛 光 (広大理 )
o開催日時 7月29日-8月 4日
















期 日 1972年7月28日～8月1日 長野県白馬村にて
提 案 者 o市 川 泰 丸 (名大 ･理 ･D2)
木 村 良 祐 (〝 〝〝 )
三 宅 和 正 (〝 〝M2)
時 田 正 彦 ( 〝 工 ･D2)
津 田 一 生 (〝 /〝 )




参加者 : 井口家成 (東大工 ),石川幸志 (名大理 ),碓井恒丸 (名大理 ),
粟生川武次 (阪大教授 ),鈴村順三 (物性研 ),宗田敏雄 (東教大 ),
永井克彦 (東大教養 ),西山敏之 (阪大教養 ),山田一雄 (名大理 )



















1960年よりの変化 ( )内は1972年前半 -




･■Progress 1967 1968 1969 1970 1971 1972(但し6%/&7)
レター 156 ･130(-26) 135(+5) 152(+17) 179(+27) .74
Total 434 413(-21) 430(+17) 490(+60) 560(+70) 293
出 版 数 本 文 186 210(+24) 221(+ll) 2.30(+9) 264(+34) 144･.レター 9 101 5) 106 5) 116 10) 113- ) 77
Tbtal 282 311(+29) 327(+16) 346(+19) 377(+31) 221
返 由 本 文 日*^17.(61%) 7(2570) 13(4.470) 9(2.770) 14(3.770) 6
外 人22 (790) 15(5.90) 32(10B70) 27(8JWo) 29(76%) ll
レター 日本人25 (1eWo) 9(6970) 6(4470) 6(35Wo) 7(390) 7
gl^ 8 (51%) 13(1Wo) 6(4.49To) 4(2670) 17(9570) 5
Total 72(16fWo)-44(10.770) 57(1390) 46(9.470) 67(1270) 29
取 下 げ 本 l文 日本人23(890) 22(7B70) 21(7ユ70) 24(7ユ70) 25(6f珍) 4
外 人 3-(1.1%) 9(350) 4(1.470)､ 12(3j#o) 10(2670) 1
レター El*^11(7%) 12(990) 17(12670) 13(8上珍) 20(112%) 4
Total 38 (8~.7%) 44(lo寓 ) 44(logo) 52(10.Wo) 59(10.Ego) 9
外人投稿者の返送(返却+取下げ)原稿の割合 3戚送/ -6450･53投稿 38/62-619044/87-50.67046/95-48-47060412-53飾 12/37-308%
Pages 本 文 2,610 2890(+280) 2888(｢2) 3ユ14(+226) 3,720(+606) 1,988
(Ⅰndexを除く) レター 163 178(+15) 200(十22).･220(+20) 230(+10) 162
(出 欣 の) Total 2,773 3β69(+295) 3β88(+20) 3334(+246) 3,950(+616) 2ユ50
⊥論文の平均頁数 本 文 14pages. 102pages 13pages 135pages 14ユpages 138pages
(出 欣 の) レター 1.7pages 18pages 18pages 1.9pages 2f)pages 21pages
出版 まで に要 す る 日数 本 _文 4ケ月-10% 1ケ月-17笹 5ケ月-29.1%o 5ケ月-19.4970
5ケ月-35.770 5ケ月-40.1770 6ケ月-34.5% 6ケ月-31.2770'
'6ケ月-34.370 6ケ月-17.470 7ケ月-14.8% 7ケ月-15.9%
レター 2 2.270 2 2.970 3 46% 34 56%3 5 8% 3 448% 44 12 4 3385
4ケ月-23.570 4ケ月-25.8% 5ケ月-1一.5笹 5ケ月-2.29To
最 も､早 い遅 本 文 3ケ月-1点 3ケ月- 3点 4ケ月- 9点 5ケ月-28点
11ケ月-3点 22ケ月- 1点 15ケ月- 2点 14ケ月-→ 1点
1431-
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○ 基研研究会報告
｢量子液体と量子固体の理論｣
横波保釈-･350
･･-･432
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